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(57)【要約】
【課題】観察画像の品質を維持したままハレーションの
発生を抑制することで、内視鏡診断に適した画像を得る
。
【解決手段】内視鏡装置１００は、内視鏡挿入部２５の
先端に、観察窓４１、及び観察窓４１を挟んで一対の照
明窓４３Ａ，４３Ｂが配置されている。観察窓の一方の
側に配置される第１の照明窓４３Ａには第１の光源ＬＤ
１が照明光を供給し、他方の側に配置される第２の照明
窓４３Ｂには第２の光源ＬＤ２が照明光を供給する。第
１の光源を減光させて撮影した第１の撮像画像と、第２
の光源を減光させて撮影した第２の撮像画像に対し、第
１の撮像画像のハレーション発生領域が、第２の撮像画
像のハレーション発生領域より多い場合に、第１の光源
に設定される目標光量値を減少させ、少ない場合に第２
の光源に設定される目標光量値を減少させる光量制御を
実施する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体内に挿入される内視鏡挿入部の先端に、観察窓、及び該観察窓を挟んで一対の照
明窓が配置された内視鏡装置であって、
　前記一対の照明窓が、前記観察窓の一方の側に配置される第１の照明窓、他方の側に配
置される第２の照明窓からなり、
　前記第１の照明窓に照明光を供給する第１の光源と、
　前記第２の照明窓に照明光を供給する第２の光源と、
　前記観察窓を通して被検体を撮影し、該被検体の撮像画像信号を出力する撮像素子と
　前記撮像画像信号の輝度情報からハレーション発生領域を検出するハレーション検出手
段と、
　前記第１の光源及び前記第２の光源にそれぞれ設定される各目標光量値に応じて、前記
第１の光源と前記第２の光源の出射光量を個別に制御する制御手段と、
を備え、
　前記制御手段が、前記第１の光源を減光させて撮影した第１の撮像画像と、前記第２の
光源を減光させて撮影した第２の撮像画像に対し、前記第１の撮像画像の前記ハレーショ
ン発生領域が、前記第２の撮像画像の前記ハレーション発生領域より多い場合に、第１の
光源に設定される目標光量値を減少させ、少ない場合に第２の光源に設定される目標光量
値を減少させる光量制御を実施する内視鏡装置。
【請求項２】
　請求項１記載の内視鏡装置であって、
　前記制御手段が、前記第１の光源、及び前記第２の光源を、前記減少制御された目標光
量値に対応する出射光量で撮影した第３の撮像画像の前記ハレーション発生領域が、予め
定めた所定面積以下になるまで前記光量制御を繰り返す内視鏡装置。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２記載の内視鏡装置であって、
　前記ハレーション検出手段が、前記撮像画像信号を量子化した撮像画像の最大輝度値の
画素を前記ハレーション発生領域として検出する内視鏡装置。
【請求項４】
　請求項１～請求項３のいずれか一項記載の内視鏡装置であって、
　前記制御手段に接続され、前記第１の光源と前記第２の光源の出射光量を変更する光量
変更スイッチを備え、
　前記制御手段が、前記目標光量値の減少量を、前記光量変更スイッチからの入力操作に
応じて決定する内視鏡装置。
【請求項５】
　請求項１～請求項４のいずれか一項記載の内視鏡装置であって、
　前記制御手段に接続され、静止画撮影タイミングを入力する静止画撮影ボタンを備え、
　前記制御手段が、前記静止画撮影ボタンの押下動作があったときに、前記光量制御を実
施する内視鏡装置。
【請求項６】
　請求項１～請求項５のいずれか一項記載の内視鏡装置であって、
　前記制御手段が、前記第１の光源と前記第２の光源との出射光量の合計が一定となるよ
うに、前記第１の光源と前記第２の光源に対する各目標光量値を増減制御する内視鏡装置
。
【請求項７】
　請求項１～請求項６のいずれか一項記載の内視鏡装置であって、
　前記第１の光源と前記第２の光源をそれぞれ前記目標光量値に対応する出射光量に制御
して撮影した第３の撮像画像、及び前記第１の光源と前記第２の光源のいずれかを前記目
標光量値に対応する出射光量より減光させて撮影した第４の撮像画像を記憶する記憶手段
と、
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　前記第３の撮像画像の前記ハレーション発生領域を除く領域である第１の画像領域、及
び前記第４の撮像画像の前記ハレーション発生領域を含む領域である第２の画像領域を、
相互の画像位置を合わせて画像合成する画像合成手段と、
を備えた内視鏡装置。
【請求項８】
　請求項７記載の内視鏡装置であって、
　前記画像合成手段が、
　前記第１の画像領域及び前記第２の画像領域が、前記撮像画像を複数の領域にブロック
分割したブロック単位でそれぞれ規定された内視鏡装置。
【請求項９】
　請求項１～請求項８のいずれか一項記載の内視鏡装置であって、
　前記第１の光源と前記第２の光源が、白色照明光を生成するための白色光用光源と、該
白色照明光より狭い波長帯の狭帯域光を生成するための狭帯域光光源とをそれぞれ有し、
　前記制御手段が、前記白色光用光源の出射光量を、前記狭帯域光光源の出射光量に対し
て低い光量比に変更することで、前記目標光量値を減少させる光量制御を実施する内視鏡
装置。
【請求項１０】
　請求項９記載の内視鏡装置であって、
　前記狭帯域光源が、中心波長３６０ｎｍ～５３０ｎｍの半導体光源である内視鏡装置。
【請求項１１】
　請求項９又は請求項１０記載の内視鏡装置であって、
　前記照明窓の内側に、前記白色光用光源からの出射光により励起発光する蛍光体を含む
波長変換部材が配置され、
　前記白色光用光源からの出射光と前記蛍光体からの発光とを合成した白色光が生成され
る内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡装置を用いて患者の体腔内を観察する場合、内視鏡挿入部の先端に配置された照
明窓に近接する体腔表面は、その照明光強度が高くなり、反射光量が増大する。また、体
腔表面は体液等で濡れているために鏡面反射し易い状態にある。そのため、得られる撮像
画像には体腔表面のハレーション（白とび）が発生し易くなる。これは、内視鏡挿入部の
先端に設けた撮像素子の受光量が、そのダイナミックレンジを超えることに起因する。ハ
レーションの存在は、モニタに表示される観察画像が見にくくなり、特に、観察対象が陥
凹部や隆起部である場合、必然的にハレーションが観察関心領域に発生して、内視鏡観察
や内視鏡診断に支障をきたす場合がある。
【０００３】
　そこで、このような支障に繋がるハレーションを抑えるように、撮像素子で得られた観
察画像の輝度ヒストグラムに基づいてハレーションの有無を検出し、ハレーションが検出
された場合に照明の光射出側に設けられた絞り（アイリス）の開閉状態を制御して照明の
光量を下げ、ハレーションを抑制する手法が提案されている（例えば、特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－５８６４０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
　ところが、観察画像に生じたハレーションを全体的な照明光量の減少制御により消滅さ
せようとすると、光量の減少幅が大きくなり、観察画像が暗くなってしまう。そこで、照
明光の光量を局所的に変更して任意の光量分布に変更可能にした内視鏡装置がある。この
内視鏡装置によれば、観察画像の局所的な明暗を、画面全体で均一化するように照明光の
光量分布が変更でき、ハレーションを生じた部位に近い照明窓からの出射光量を選択的に
減少制御することができる。しかし、観察画像のハレーション発生領域と照明窓の位置と
は必ずしも相関を有しておらず、観察対象の形状に起因してハレーションが発生している
ことが多々ある。そのため、観察画像の品質を低下させることなくハレーションを消滅さ
せることは、依然として困難が多いのが実情となっている。
【０００６】
　本発明は、観察画像の品質を維持したままハレーションの発生を抑制することで、内視
鏡診断に適した画像を得ることができる内視鏡装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は下記構成からなる。
　被検体内に挿入される内視鏡挿入部の先端に、観察窓、及び該観察窓を挟んで一対の照
明窓が配置された内視鏡装置であって、
　前記一対の照明窓が、前記観察窓の一方の側に配置される第１の照明窓、他方の側に配
置される第２の照明窓からなり、
　前記第１の照明窓に照明光を供給する第１の光源と、
　前記第２の照明窓に照明光を供給する第２の光源と、
　前記観察窓を通して被検体を撮影し、該被検体の撮像画像信号を出力する撮像素子と
　前記撮像画像信号の輝度情報からハレーション発生領域を検出するハレーション検出手
段と、
　前記第１の光源及び前記第２の光源にそれぞれ設定される各目標光量値に応じて、前記
第１の光源と前記第２の光源の出射光量を個別に制御する制御手段と、
を備え、
　前記制御手段が、前記第１の光源を減光させて撮影した第１の撮像画像と、前記第２の
光源を減光させて撮影した第２の撮像画像に対し、前記第１の撮像画像の前記ハレーショ
ン発生領域が、前記第２の撮像画像の前記ハレーション発生領域より多い場合に、第１の
光源に設定される目標光量値を減少させ、少ない場合に第２の光源に設定される目標光量
値を減少させる光量制御を実施する内視鏡装置。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の内視鏡装置によれば、観察画像の品質を維持したままハレーションを抑制する
ことで、内視鏡診断に適した画像を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施形態を説明するための図で、内視鏡及び内視鏡が接続される各装置
を表す内視鏡装置の構成図である。
【図２】内視鏡装置の具体的な構成例を示す外観図である。
【図３】内視鏡先端部の拡大斜視図である。
【図４】撮影した画像にハレーションが生じた場合に、ハレーションを抑制させて画像表
示する手順を示すフローチャートである。
【図５】観察画像の一例を示す説明図である。
【図６】観察画像の輝度ヒストグラムを示す説明図である。
【図７】図４に示すハレーション最小化光源制御の具体的な手順を示すフローチャートで
ある。
【図８】（Ａ）は画像Ｂの一例、（Ｂ）は画像Ｃの一例を示す説明図である。
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【図９】最適化画像生成処理の手順を示すフローチャートである。
【図１０】（Ａ）は観察画像である画像Ａを複数の領域にブロック分割した様子を示す図
で、（Ｂ）はハレーションの発生領域をブロック単位で規定したときのハレーション発生
領域Ａ１と、Ａ１以外の背景領域Ａ２を示す説明図である。
【図１１】画像Ｅの一例を示す説明図である。
【図１２】輝度情報Ｈ１と輝度情報Ｈ２とをブロック位置を合わせて合成して合成画像を
生成する様子を模式的に示す説明図である。
【図１３】ハレーションの抑制された合成画像を示す説明図である。
【図１４】複数種の波長光を出射する光源装置の構成図である。
【図１５】第１の光源部と第２の光源部からの出射光により生成され、内視鏡先端部の照
明窓から出射される照明光スペクトルのグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照して詳細に説明する。
　図１は本発明の実施形態を説明するための図で、内視鏡及び内視鏡が接続される各装置
を表す内視鏡装置の構成図、図２は内視鏡装置の具体的な構成例を示す外観図である。
　内視鏡装置１００は、図１に示すように、内視鏡１１と、制御装置１３と、モニタ等の
表示部１５と、制御装置１３に情報を入力するキーボードやマウス等の入力部１７とを備
える。制御装置１３は、光源装置１９と、撮像画像の信号処理を行うプロセッサ２１とを
有して構成される。
【００１１】
　内視鏡１１は、本体操作部２３と、この本体操作部２３に連設され被検体（体腔）内に
挿入される挿入部２５とを備え、本体操作部２３には、ユニバーサルコード２７が接続さ
れる。このユニバーサルコード２７の先端は、光源装置１９にライトガイド（ＬＧ）コネ
クタ２９Ａを介して接続され、また、ビデオコネクタ２９Ｂを介してプロセッサ２１に接
続されている。
【００１２】
　内視鏡１１の本体操作部２３には、図２に示すように、挿入部２５の先端側で吸引、送
気、送水を実施するためのボタン、撮像時のシャッターボタン、詳細を後述する静止画撮
影ボタン３０等の各種操作ボタン３１が併設されると共に、一対のアングルノブ３３が設
けられている。
【００１３】
　挿入部２５は、本体操作部２３側から順に軟性部３５、湾曲部３７、及び先端部（内視
鏡先端部）３９で構成される。湾曲部３７は、本体操作部２３のアングルノブ３３を回動
することによって遠隔的に湾曲操作されて、これにより先端部３９を所望の方向に向ける
ことができる。
【００１４】
　図１、及び内視鏡先端部３９の拡大斜視図である図３に示すように、内視鏡先端部３９
には、撮像光学系の観察窓４１と、照明光学系の一対の照明窓４３Ａ，４３Ｂが配置され
ている。これら照明窓４３Ａ，４３Ｂは、観察窓４１を挟んだ両脇側に配置されている。
各照明窓４３Ａ，４３Ｂから照射される照明光による被検体からの反射光は、観察窓４１
を通じて撮像素子４５（図１参照）により観察画像として撮影される。撮影された観察画
像は、適宜な画像処理が施されて、プロセッサ２１に接続された表示部１５に表示される
。
【００１５】
　撮像光学系は、ＣＣＤ(Charge Coupled Device）型イメージセンサや、ＣＭＯＳ（Comp
lementary Metal Oxide Semiconductor）型イメージセンサ等の撮像素子４５と、撮像素
子４５に観察像を結像させるレンズ等の光学部材４７とを有する。撮像素子４５の受光面
に結像されて取り込まれる観察像は、電気信号に変換されて信号ケーブル５１を通じてプ
ロセッサ２１の撮像信号処理部５３に入力され、撮像信号処理部５３にて映像信号（撮像
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画像信号）に変換される。
【００１６】
　一方、照明光学系は、光源装置１９と、光源装置１９にＬＧコネクタ２９Ａを介して接
続される一対の光ファイバ５５Ａ，５５Ｂと、光ファイバ５５Ａ，５５Ｂの光出射端にそ
れぞれ配置した波長変換部材５７Ａ，５７Ｂとを有する。
【００１７】
　光源装置１９は、レーザ光源ＬＤ１、ＬＤ２と、各レーザ光源ＬＤ１，ＬＤ２をそれぞ
れ個別に駆動制御する光源制御部５９と、を備える。レーザ光源ＬＤ１，ＬＤ２からの出
射光は、ＬＧコネクタ２９Ａを介して光ファイバ５５Ａ，５５Ｂに導入される。
【００１８】
　レーザ光源ＬＤ１，ＬＤ２は、中心波長４４５ｎｍの青色発光の半導体光源である。こ
のレーザ光源ＬＤ１，ＬＤ２としては、例えばブロードエリア型のＩｎＧａＮ系レーザダ
イオードが使用できる。
【００１９】
　光源制御部５９は、レーザ光源ＬＤ１，ＬＤ２の出力光強度や点灯タイミング等を制御
する。レーザ光源ＬＤ１，ＬＤ２の各出力光は、光ファイバ５５Ａ，５５Ｂによって内視
鏡挿入部２５を通じて内視鏡先端部３９まで伝送され、波長変換部材５７Ａ，５７Ｂに照
射される。そして、波長変換部材５７Ａ，５７Ｂは、レーザ光源ＬＤ１，ＬＤ２からの出
力光と、波長変換部材５７Ａ，５７Ｂにより波長変換された発光光とを合成した照明光を
照明窓４３Ａ，４３Ｂにそれぞれ出射する。つまり、照明窓４３Ａ，４３Ｂからは、光源
制御部５９によるレーザ光源ＬＤ１，ＬＤ２の個別制御により、任意のタイミングで任意
の強度の光出射が可能となっている。
【００２０】
　波長変換部材５７Ａ，５７Ｂは、レーザ光源ＬＤ１，ＬＤ２から出射される青色レーザ
光の一部を吸収して緑色～黄色に励起発光する複数種の蛍光体（例えばＹＡＧ系蛍光体、
或いはＢＡＭ（BaMgAl10O37）等を含む蛍光体等）を含んで構成される。これら波長変換
部材５７Ａ，５７Ｂにより、レーザ光源ＬＤ１，ＬＤ２からの青色レーザ光と、この青色
レーザ光が波長変換された緑色～黄色の励起光とが合成された白色光が生成される。この
白色光は、ブロードなスペクトルを有するため、観察画像の演色性が高められる。
【００２１】
　ここで、本明細書でいう白色光とは、厳密に可視光の全ての波長成分を含むものに限ら
ず、例えば、基準色であるＲ（赤），Ｇ（緑），Ｂ（青）等、特定の波長帯の光を含むも
のであればよく、例えば、緑色から赤色にかけての波長成分を含む光や、青色から緑色に
かけての波長成分を含む光等も広義に含むものとする。
【００２２】
　プロセッサ２１は、内視鏡制御部６９と、映像信号を生成する前述の撮像信号処理部５
３と、撮像信号や各種情報を保存する記憶手段としてのメモリ７１と、画像処理部７３と
を備えている。内視鏡制御部６９は、撮像信号処理部５３から出力される観察画像の画像
データに対して、画像処理部７３により適宜な画像処理を施し、これを表示部１５に映出
させる。また、光源装置１９の光源制御部５９に制御信号を出力して、各照明窓４３Ａ，
４３Ｂから所望の光量の照明光を出射させる。この内視鏡制御部６９は、図示しないＬＡ
Ｎ等のネットワークに接続されて、画像データを含む情報を配信する等、内視鏡装置１０
０全体を制御する。
【００２３】
　また、プロセッサ２１には、入力部１７の一つとして詳細を後述するフットスイッチ６
１が接続されている。
【００２４】
　次に、上記構成の内視鏡装置１００により取得した観察画像にハレーションが生じた場
合、ハレーションの発生を抑制する制御について説明する。
　図４に撮影した画像にハレーションが生じた場合に、ハレーションを抑制させて画像表
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示する手順を表すフローチャートを示した。まず、内視鏡装置１００の術者は、患者の体
腔内に内視鏡挿入部２５を挿入して、内視鏡先端部３９に配置された撮像素子４５により
被観察部位を撮影して観察画像（画像Ａ）を得る（Ｓ１１）。
【００２５】
　図５に観察画像の一例を示した。この観察画像８１には、体腔の一部にハレーション８
３が発生している。次に、この観察画像８１に対して、ハレーション発生領域を抽出する
（Ｓ１２）。ハレーション発生領域は、図６に示すように、ハレーション検出手段として
の内視鏡制御部６９（図１参照）が、画像処理部７３に観察画像８１の輝度ヒストグラム
を求めさせ、最大輝度値を呈する画素を抽出することで求める。つまり、撮像素子４５か
ら出力される撮像画像信号を量子化した撮像画像の最大輝度値の画素をハレーション発生
領域として検出する。
【００２６】
　なお、最大輝度値に限らず、最大輝度値の付近で、例えば最大輝度値の８０％以上の画
素、又は９０％以上の画素を含めてハレーション発生領域としてもよい。また、抽出した
画素のうち、最大輝度値を呈する画素が複数隣接して存在するものを選択的に抽出する等
の適宜なノイズ除去を行ってもよい。
【００２７】
　内視鏡制御部６９は、最大輝度値の画素を抽出して求めたハレーション発生領域が、予
め定めた所定の画素数以上である場合に、発生したハレーションを最小にするためのハレ
ーション最小化光源制御を実施する（Ｓ１４）。また、所定の画素数に満たない場合は、
ハレーションは生じていないものとして、表示部１５に観察画像８１を映出させる（Ｓ１
５）。
【００２８】
　ハレーションが発生した場合には、次のようにしてハレーション最小化光源制御を行う
。図７に図４に示すハレーション最小化光源制御（Ｓ１４）の具体的な手順をフローチャ
ートで示した。
　まず、光量制御を実施する制御手段としての内視鏡制御部６９は、右側(Ｒ側)の照明窓
４３Ａからの出射光が予め定めた所定光量だけ減光するように、レーザ光源ＬＤ１の出力
強度を光源制御部５９に減少制御させる。すると、照明窓４３Ａ，４３Ｂのうち、照明窓
４３Ａからの出射光のみが減光された状態となる。この状態で、撮像素子４５により被観
察部位を撮影して観察画像（画像Ｂ：第１の撮像画像）を得る（Ｓ２１）。
【００２９】
　次に、内視鏡制御部６９は、左側(Ｌ側)の照明窓４３Ｂからの出射光が予め定めた所定
光量だけ減光するように、レーザ光源ＬＤ２の出力強度を光源制御部５９に減少制御させ
る。すると、照明窓４３Ａ，４３Ｂのうち、照明窓４３Ｂからの出射光のみが減光された
状態となる。この状態で、撮像素子４５により被観察部位を撮影して観察画像（画像Ｃ：
第２の撮像画像）を得る（Ｓ２２）。
【００３０】
　図８（Ａ）に画像Ｂの一例、図８（Ｂ）に画像Ｃの一例を示した。観察画像８１に生じ
たハレーション８３は、画面の左右両脇側に発生した場合、観察窓４１の左右に配置され
た照明窓４３Ａ，４３Ｂの配置に関係して、いずれか一方の照明窓からの照射光に起因し
て発生することがある。つまり、観察画像８１の画面右側近景領域に生じたハレーション
は、観察窓４１の右側に配置された照明窓４３Ａからの出射光に起因して発生し、画面左
側近景領域のハレーションは、左側の照明窓４３Ｂからの出射光に起因して発生すること
がある。
【００３１】
　そのため、図８（Ａ）に示すように、観察画像８１の画面右側近景領域に生じたハレー
ション８３Ａは、照明窓４３Ａからの出射光を減光することでハレーション発生領域が縮
小する。この場合、図８（Ｂ）に示すように、照明窓４３Ｂからの出射光を減光しても、
ハレーション８３Ｂの発生領域の大きさは特に変化しない。
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【００３２】
　逆に、観察画像８１の画面左側近景領域に生じたハレーションは、照明窓４３Ｂからの
出射光を減光することでハレーション発生領域が縮小し、照明窓４３Ａからの出射光を減
光しても、ハレーション発生領域の大きさは特に変化しない。
【００３３】
　上記の特性を利用すれば、発生したハレーションを光源制御によって抑制させることが
できる。図７に戻り説明すると、内視鏡制御部６９は、照明窓４３Ａ，４３Ｂからの出射
光を減光制御して撮影して得た画像Ｂ，画像Ｃに対して輝度ヒストグラムを求め、ハレー
ション発生領域を前述同様に抽出する（Ｓ２３）。
【００３４】
　そして、内視鏡制御部６９は、画像Ｂ，画像Ｃのハレーション発生領域の大きさを比較
して（Ｓ２４）、右側の照明窓４３Ａからの出射光のみ減光して撮影した画像Ｂのハレー
ション発生領域が、左側の照明窓４３Ｂからの出射光のみ減光して撮影した画像Ｃのハレ
ーション発生領域より大きい場合は、左側の照明窓４３Ｂからの出射光を減光制御する（
Ｓ２５）。
【００３５】
　逆に、右側の照明窓４３Ａからの出射光のみ減光して撮影した画像Ｂのハレーション発
生領域が、左側の照明窓４３Ｂからの出射光のみ減光して撮影した画像Ｃのハレーション
発生領域より大きい場合は、左側の照明窓４３Ｂからの出射光を減光制御する（Ｓ２５）
。なお、画像Ｂ，画像Ｃとの間でハレーション発生領域に差が生じない場合、内視鏡制御
部６９は、制御範囲外であるとして、図示はしないがこの最小化光源制御を中止する。
【００３６】
　上記した左側の照明窓４３Ｂからの出射光を減光制御するには、内視鏡制御部６９が光
源制御部５９にレーザ光源ＬＤ２の発光光量を制御する目標光量値を、所定のレベルだけ
減少させることで行う。同様に、右側の照明窓４３Ａからの出射光を減光制御するには、
内視鏡制御部６９が光源制御部５９にレーザ光源ＬＤ１の発光光量を制御する目標光量値
を、所定のレベルだけ減少させることで行う。
【００３７】
　ここで、目標光量値を減少させる制御は、予め定めたレベルを減少させることに代えて
、内視鏡の術者が任意に減少幅を設定することにしてもよい。例えば、図２に示すフット
スイッチ６１を、レーザ光源ＬＤ１，ＬＤ２の出射光量を変更する光量変更スイッチとし
て機能させ、目標光量値の減少量をフットスイッチ６１からの入力操作に応じて決定する
構成としてもよい。
【００３８】
　この構成によれば、発生したハレーションの縮小度合いをフットスイッチ６１の操作に
より逐次変更でき、内視鏡の術中であっても簡単に最適な光量制御を実施できる。
【００３９】
　次に、内視鏡制御部６９は、上記の通りにいずれかのレーザ光源ＬＤ１，ＬＤ２に対す
る目標光量値を減少させた状態で発光駆動して、光源制御部５９に光出射させる。この状
態で、撮像素子４５により被観察部位を撮影して観察画像（画像Ｄ：第３の撮像画像）を
得る（Ｓ２７）。
【００４０】
　そして、得られた画像Ｄのハレーション発生領域を前述同様にして抽出し（Ｓ２８）、
ハレーション発生領域が予め定めた所定面積以下かを判定する（Ｓ２９）。ハレーション
発生領域が所定面積を超える場合は、ハレーション最小化光源制御がまだ不十分であると
判断し、Ｓ２１からの処理を再度実施する。つまり、ハレーション発生領域が予め定めた
所定面積以下になるまで、前述の光量制御を繰り返す。
【００４１】
　一方、ハレーション発生領域が所定面積以下になった場合は、減少制御した目標光量値
を次回の目標光量値に設定して光源制御を行う。即ち、内視鏡制御部６９は、撮影した観
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察画像の輝度情報に基づいて設定される目標光量値を、ハレーション最小化光源制御によ
る減光制御分だけ減少させてレーザ光源ＬＤ１，ＬＤ２を駆動する（Ｓ３０）。
【００４２】
　上記のハレーション最小化光源制御によれば、観察画像に発生したハレーションが光源
の出射光量制御により最小化でき、観察画像中の注目部位にハレーションが生じて観察し
難くなることが抑制される。よって、内視鏡観察や内視鏡診断に適した観察画像が得られ
るようになる。
【００４３】
　また、上記のハレーション最小化光源制御は、静止画像撮影タイミングを入力する静止
画撮影ボタン３０（図１、図２参照）の押下動作があったときに、前述の目標光量値の減
少制御を行うものであってもよい。これによれば、静止画撮影ボタン３０を押下して静止
画撮影を行うときに、患部の画像情報が消えてしまうハレーションの発生領域を最小限の
範囲に留めることができ、良好な静止画像を得ることができる。
【００４４】
　上記のハレーション最小化光源制御は、レーザ光源ＬＤ１，ＬＤ２のいずれか一方を減
光制御するものであるが、その場合、観察画像全体としての光量不足に繋がり、観察画像
が暗くなってしまう虞がある。そこで、内視鏡制御部６９は、レーザ光源ＬＤ１とＬＤ２
との出射光量の合計が一定になるように、レーザ光源ＬＤ１とＬＤ２に対する各目標光量
値を増減制御してよい。即ち、一方のレーザ光源を減光制御した分、他方のレーザ光源を
増光制御することで、照明光量を一定に保つことができる。
【００４５】
　この場合、一方のレーザ光源の減光制御によりハレーション発生領域が縮小する量が、
他方のレーザ光源の増光制御により、新たにハレーションが発生する量より大きければ観
察画像全体としてのハレーション発生領域を縮小できる。
【００４６】
　以上説明したハレーション最小化光源制御を実施した後は、図４に示すように、ハレー
ション発生領域の大きさが所定レベル以下になったかを判定し（Ｓ１６）、所定レベル以
下であれば、前述した画像表示（Ｓ１５）を行い、終了する。不十分である場合は最適化
画像生成処理を実施する（Ｓ１７）。
【００４７】
　図９に最適化画像生成処理の手順を表すフローチャートを示した。最適化画像生成処理
は、まず、内視鏡制御部６９が観察画像である画像Ａ（又は画像Ｄ）のハレーション発生
領域Ａ１を前述同様にして抽出して、この抽出された領域Ａ１と、領域Ａ１以外の背景領
域Ａ２とを決定する（Ｓ３１）
【００４８】
　図１０（Ａ）は観察画像である画像Ａを複数の領域にブロック分割した様子を示す図で
、（Ｂ）はハレーション８３の発生領域をブロック単位で規定したときのハレーション発
生領域Ａ１と、Ａ１以外の背景領域Ａ２を示す図である。なお、ブロック分割は、一例と
して４×４の均等分割（（１，１），（１，２），・・・，（４，４）まで合計１６ブロ
ック）を示しているが、これに限らず任意の分割数にすることができる。
【００４９】
　そして、内視鏡制御部６９は、図７で説明したハレーション最小化光源制御におけるＳ
２５、又はＳ２６で行った減光制御を行ったレーザ光源に対して目標光量から減光させ、
この状態で、撮像素子４５により被観察部位を撮影して観察画像（画像Ｅ：第４の撮像画
像）を得る（Ｓ３２）。
【００５０】
　このときの画像Ｅの一例を図１１に示した。画像Ｅにおいては、内視鏡制御部６９が右
側の照明窓４３Ａ（図１、図３参照）からの出射光が減光されるように、レーザ光源ＬＤ
１を減光制御したため、画像Ａで発生していたハレーション８３が縮小している。なお、
ハレーション８３が完全に消滅するまで減光制御することが好ましい。また、画像Ｅの例
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では、レーザ光源ＬＤ１を減光制御した分、レーザ光源ＬＤ２を増光制御しており、左側
の照明窓４３Ｂからの出射光が増光されている。その結果、画像Ｅには新たなハレーショ
ン８３Ｃが発生する。
【００５１】
　次に、内視鏡制御部６９は、前述の画像Ａにてハレーション発生領域Ａ１とされたブロ
ックに対応する画像Ｅの輝度情報Ｈ１を抽出し、この抽出された輝度情報Ｈ１をメモリ７
１（図１参照）に記憶する（Ｓ３３）。また、内視鏡制御部６９は、前述の画像Ａ（画像
Ｄ）にて背景領域Ａ２に対する輝度情報Ｈ２を抽出し、この抽出された輝度情報Ｈ２をメ
モリ７１に記憶する（Ｓ３４）。
【００５２】
　そして、内視鏡制御部６９は、図１２に示すように、メモリ７１に記憶された輝度情報
Ｈ１と、輝度情報Ｈ２とを、ブロック位置を合わせて合成した合成画像を生成する（Ｓ３
５）。輝度情報Ｈ１には、ハレーションが縮小した（或いは消滅させた）領域Ａ１の輝度
分布の情報が含まれており、輝度情報Ｈ２には、画像Ａのハレーションが生じていない領
域である背景領域Ａ２の輝度分布の情報が含まれている。双方の輝度情報Ｈ１，Ｈ２を合
成することで、図１３に示すようにハレーションの抑制された合成画像が生成される。
【００５３】
　このとき、図１１に示す画像Ｅには、新たにハレーション８３Ｃが発生しているが、画
像Ｅは領域Ａ１に対する輝度情報Ｈ１しか合成画像の生成に用いないため、ハレーション
８３Ｃの出現が合成画像に影響を及ぼすことはない。
【００５４】
　上記の最適化画像生成処理を実施した後、図４に示すように、ハレーションのない合成
画像を表示部１５に表示する（Ｓ１５）。
【００５５】
　以上のように、ハレーション最小化光源制御を実施してもハレーションが十分に最小化
できない場合であっても、最適化画像生成処理を行い、画像合成によってハレーションを
確実に抑制することができる。
　その結果、観察画像の品質を維持したままハレーションの発生を抑制して、内視鏡診断
に適した画像を得ることができる。
【００５６】
＜変形例＞
　次に、光源装置１９の構成を変更した変形例について説明する。
　図１４に複数種の波長光を出射する光源装置の構成図を示した。本変形例の光源装置１
９Ａは、光ファイバ５５Ａに照明光を導入する第１の光源部８７と、光ファイバ５５Ｂに
照明光を導入する第２の光源部８９と、第１の光源部８７及び第２の光源部８９を制御す
る光源制御部５９とを備える。
【００５７】
　第１の光源部８７は、中心波長４４５ｎｍのレーザ光源ＬＤ１－Ａと、中心波長４０５
ｎｍのレーザ光源ＬＤ１－Ｂと、レーザ光源ＬＤ１－Ａ，ＬＤ１－Ｂからの出力光を合波
して出力するコンバイナ９１と、を有する。
【００５８】
　第２の光源部８９は、第１の光源部８７と同様に、中心波長４４５ｎｍのレーザ光源Ｌ
Ｄ２－Ａと、中心波長４０５ｎｍのレーザ光源ＬＤ２－Ｂと、コンバイナ９３と、を有す
る。
【００５９】
　図１５に、第１の光源部８７と第２の光源部８９からの出射光により生成され、内視鏡
先端部の照明窓から出射される照明光スペクトルのグラフを示した。レーザ光源ＬＤ１－
Ａ，ＬＤ２－Ａによる照明光スペクトルはプロファイルＰ１で、レーザ光源ＬＤ１－Ｂ，
ＬＤ２－Ｂによる照明光プロファイルはプロファイルＰ２で表される。
【００６０】
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　中心波長４４５ｎｍの青色レーザ光は、前述したように、内視鏡先端部３９の光ファイ
バ５５Ａ，５５Ｂの光出射端に配置された波長変換部材５７Ａ，５７Ｂを励起して蛍光を
発光させる。また、一部の青色レーザ光は、そのまま波長変換部材５７Ａ，５７Ｂを透過
する。これにより白色光が生成される。
【００６１】
　一方、中心波長４０５ｎｍの紫色レーザ光は、波長変換部材５７Ａ，５７Ｂに含まれる
蛍光体の励起発光効率が青色レーザの場合より低いため、透過成分が多くなる。その結果
、紫色レーザ光は、波長変換部材５７Ａ，５７Ｂからの長波長側の蛍光が青色レーザの場
合より低強度となり、波長変換部材５７Ａ，５７Ｂからは、主に狭帯域波長の照明光が出
射される。中心波長４０５ｎｍの紫色レーザ光は、狭帯域光であって、生体組織表層の毛
細血管や微細構造模様を強調した観察画像を得ることができる。
【００６２】
　そのため、白色光と狭帯域光とを適宜な光量比で混合して同時照射することで、組織表
層の毛細血管や微細構造模様を、患部周囲の状態とともに視認性を高めて確認できる。こ
のような狭帯域光観察には、中心波長３６０ｎｍ～５３０ｎｍの狭帯域光、好ましくは、
中心波長３８０～４５０ｎｍの狭帯域光を用いることができる。
【００６３】
　光源制御部５９は、レーザ光源ＬＤ１－Ａ，ＬＤ１－Ｂ、ＬＤ２－Ａ，ＬＤ２－Ｂをそ
れぞれ個別に駆動して、青色レーザ光による白色照明光と、紫色レーザによる狭帯域光と
の光量比を任意に設定して、各照明窓４３Ａ，４３Ｂから出射させることができる。
【００６４】
　上記構成の光源装置１９Ａを用いることで、前述の図７に示すＳ２１，Ｓ２２，Ｓ２５
，Ｓ２６における減光制御、図９に示すＳ３２の減光制御を、白色照明光と狭帯域光との
光量比を変更する制御に置換することができる。即ち、観察画像に発生したハレーション
は、主に白色照明光により発生する光成分が目立ち、狭帯域光により発生する光成分は白
色照明光と比較して目立たない。そこで、照明窓からの出射光量を低下させる代わりに、
ハレーションの発生に大きく寄与する白色照明光を選択的に減光制御し、減光制御されて
光量が不足した分を狭帯域光の増光制御により補う光量比制御を行うことができる。
【００６５】
　このような光量比制御によってもハレーションを縮小する効果が得られ、前述同様にハ
レーション最小化光源制御や最適化画像生成処理を実施できる。また、狭帯域光の光量比
を増加させることで、生体組織表層の毛細欠陥や微細構造模様が強調された画像が取得で
き、表示部１５への表示画像や合成画像として、内視鏡診察や内視鏡診断に有益な情報を
提供できる。
【００６６】
　このように、本発明は上記の実施形態に限定されるものではなく、実施形態の各構成を
相互に組み合わせることや、明細書の記載、並びに周知の技術に基づいて、当業者が変更
、応用することも本発明の予定するところであり、保護を求める範囲に含まれる。
【００６７】
　例えば、レーザ光源を、発光ダイオードとした光源や、白色光源であるキセノンランプ
と、カラーフィルタとの組み合わせにより任意波長の照明光を取り出す光源としてもよい
。
【００６８】
　以上の通り、本明細書には次の事項が開示されている。
（１）　被検体内に挿入される内視鏡挿入部の先端に、観察窓、及び該観察窓を挟んで一
対の照明窓が配置された内視鏡装置であって、
　前記一対の照明窓が、前記観察窓の一方の側に配置される第１の照明窓、他方の側に配
置される第２の照明窓からなり、
　前記第１の照明窓に照明光を供給する第１の光源と、
　前記第２の照明窓に照明光を供給する第２の光源と、
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　前記観察窓を通して被検体を撮影し、該被検体の撮像画像信号を出力する撮像素子と
　前記撮像画像信号の輝度情報からハレーション発生領域を検出するハレーション検出手
段と、
　前記第１の光源及び前記第２の光源にそれぞれ設定される各目標光量値に応じて、前記
第１の光源と前記第２の光源の出射光量を個別に制御する制御手段と、
を備え、
　前記制御手段が、前記第１の光源を減光させて撮影した第１の撮像画像と、前記第２の
光源を減光させて撮影した第２の撮像画像に対し、前記第１の撮像画像の前記ハレーショ
ン発生領域が、前記第２の撮像画像の前記ハレーション発生領域より多い場合に、第１の
光源に設定される目標光量値を減少させ、少ない場合に第２の光源に設定される目標光量
値を減少させる光量制御を実施する内視鏡装置。
　この内視鏡装置によれば、ハレーションを主に発生させている側の光源の目標光量値を
選択的に減少させることで、観察画像の品質を維持したままハレーションの発生を抑制で
き、内視鏡診断に適した画像を得ることができる。
【００６９】
（２）　（１）の内視鏡装置であって、
　前記制御手段が、前記第１の光源、及び前記第２の光源を、前記減少制御された目標光
量値に対応する出射光量で撮影した第３の撮像画像の前記ハレーション発生領域が、予め
定めた所定面積以下になるまで前記光量制御を繰り返す内視鏡装置。
　この内視鏡装置によれば、ハレーション領域が予め定めた所定面積以下になるまで、目
標光量値の減少制御を繰り返すことで、ハレーション発生領域を最小化できる。
【００７０】
（３）　（１）又は（２）の内視鏡装置であって、
　前記ハレーション検出手段が、前記撮像画像信号を量子化した撮像画像の最大輝度値の
画素を前記ハレーション発生領域として検出する内視鏡装置。
　この内視鏡装置によれば、最大輝度値の画素を抽出することで、ハレーション発生領域
を簡単に求めることができる。
【００７１】
（４）　（１）～（３）のいずれか一つの内視鏡装置であって、
　前記制御手段に接続され、前記第１の光源と前記第２の光源の出射光量を変更する光量
変更スイッチを備え、
　前記制御手段が、前記目標光量値の減少量を、前記光量変更スイッチからの入力操作に
応じて決定する内視鏡装置。
　この内視鏡装置によれば、光量変更スイッチにより、観察画像に適した目標光量値の減
少量にいち早く設定できる。
【００７２】
（５）　（１）～（４）のいずれか一つの内視鏡装置であって、
　前記制御手段に接続され、静止画撮影タイミングを入力する静止画撮影ボタンを備え、
　前記制御手段が、前記静止画撮影ボタンの押下動作があったときに、前記光量制御を実
施する内視鏡装置。
　この内視鏡装置によれば、静止画撮影時に光量制御を行うことで、特にハレーションの
発生が嫌われる静止画像に対して、より確実にハレーションを抑制できる。
【００７３】
（６）　（１）～（５）のいずれか一つの内視鏡装置であって、
　前記制御手段が、前記第１の光源と前記第２の光源との出射光量の合計が一定となるよ
うに、前記第１の光源と前記第２の光源に対する各目標光量値を増減制御する内視鏡装置
。
　この内視鏡装置によれば、一方の光源の光量低下分を他方の光源で補うことで、観察画
像が暗くなってしまうことを防止できる。
【００７４】
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（７）　（１）～（６）のいずれか一つの内視鏡装置であって、
　前記第１の光源と前記第２の光源をそれぞれ前記目標光量値に対応する出射光量に制御
して撮影した第３の撮像画像、及び前記第１の光源と前記第２の光源のいずれかを前記目
標光量値に対応する出射光量より減光させて撮影した第４の撮像画像を記憶する記憶手段
と、
　前記第３の撮像画像の前記ハレーション発生領域を除く領域である第１の画像領域、及
び前記第４の撮像画像の前記ハレーション発生領域を含む領域である第２の画像領域を、
相互の画像位置を合わせて画像合成する画像合成手段と、
を備えた内視鏡装置。
　この内視鏡装置によれば、撮像画像内のハレーション発生領域を、ハレーションを抑制
して撮影した撮像画像の輝度情報に入れ替えて合成することで、合成画像全体が、ハレー
ションの抑制された画像となる。
【００７５】
（８）　（７）の内視鏡装置であって、
　前記画像合成手段が、
　前記第１の画像領域及び前記第２の画像領域が、前記撮像画像を複数の領域にブロック
分割したブロック単位でそれぞれ規定された内視鏡装置。
　この内視鏡装置によれば、ブロック単位で画像合成を行うため、演算処理が簡単となる
。
【００７６】
（９）　（１）～（８）のいずれか一つの内視鏡装置であって、
　前記第１の光源と前記第２の光源が、白色照明光を生成するための白色光用光源と、該
白色照明光より狭い波長帯の狭帯域光を生成するための狭帯域光光源とをそれぞれ有し、
　前記制御手段が、前記白色光用光源の出射光量を、前記狭帯域光光源の出射光量に対し
て低い光量比に変更することで、前記目標光量値を減少させる光量制御を実施する内視鏡
装置。
　この内視鏡装置によれば、白色光用光源の出射光量を狭帯域光光源の出射光量より低い
光量比にすることで、ハレーションの発生を抑制できる。
【００７７】
（１０）　（９）の内視鏡装置であって、
　前記狭帯域光源が、中心波長３６０ｎｍ～５３０ｎｍの半導体光源である内視鏡装置。
　この内視鏡装置によれば、生体組織表層の毛細欠陥や微細構造模様を強調した観察画像
を得ることができる。
【００７８】
（１１）　（９）又は（１０）の内視鏡装置であって、
　前記照明窓の内側に、前記白色光用光源からの出射光により励起発光する蛍光体を含む
波長変換部材が配置され、
　前記白色光用光源からの出射光と前記蛍光体からの発光とを合成した白色光が生成され
る内視鏡装置。
　この内視鏡装置によれば、波長変換部材から発生する蛍光によりブロードなスペクトル
を有する高強度な白色光を生成でき、観察画像の演色性が高められる。
【符号の説明】
【００７９】
　１１　内視鏡
　１３　制御装置
　１５　表示部
　１７　入力部
　１９　光源装置
　２１　プロセッサ
　２５　挿入部



(14) JP 2012-232063 A 2012.11.29

10

20

　３０　静止画撮影ボタン
　３９　先端部（内視鏡先端部）　
　４１　観察窓
　４３Ａ　照明窓（第１の照明窓）
　４３Ｂ　照明窓（第２の照明窓)
　４５　撮像素子
　５３　撮像信号処理部
　５５Ａ，５５Ｂ　光ファイバ
　５７Ａ，５７Ｂ　波長変換部材
　５９　光源制御部
　６１　フットスイッチ
　６９　内視鏡制御部（ハレーション検出手段、制御手段）
　７１　メモリ（記憶手段）
　７３　画像処理部
　８１　観察画像
　８３，８３Ａ，８３Ｂ　ハレーション
　８７　第１の光源部
　８９　第２の光源部
　９１　コンバイナ
１００　内視鏡装置
ＬＤ１　レーザ光源（第１の光源）
ＬＤ２　レーザ光源（第２の光源）
ＬＤ１－Ａ，ＬＤ１－Ｂ，ＬＤ２－Ａ，ＬＤ２－Ｂ　レーザ光源
Ｈ１，Ｈ２　輝度情報

【図１】 【図２】
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摘要(译)

要解决的问题：通过在保持观察图像质量的同时抑制光晕来提供适合内
窥镜诊断的图像。解决方案：内窥镜装置100包括设置在内窥镜插入部分
25的尖端处的观察窗41，以及设置在观察窗41两端的一对照射窗43A，
43B。第一光源LD1向第一照射提供照明光。窗口43A设置在观察窗的一
侧，第二光源LD2将照明光提供给设置在另一侧的第二照明窗43B。当第
一拾取图像的光晕发生区域大于光晕时，对第一光源减小时拍摄的第一
拍摄图像执行光量控制，并且减小第二光源拍摄的第二拍摄图像以减小
光量控制第二拾取图像的出现区域，设定到第一光源的目标光量值，并
且当其较小时，减小设定到第二光源的目标光量值。
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